
　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
の
行
方

不
明
者
届
受
理
数
は
８
万
２
５
６
３
人
で
、

前
年
比
７
５
８
１
人
減
少
、こ
の
う
ち
認
知

症
に
関
わ
る
行
方
不
明
は
１
万
８
１
２
１
人

で
、
前
年
比
９
１
８
人
減
少
し
ま
し
た
。
年

齢
層
別
で
は
10

歳
代
が
最
多
で
、

10
〜
20
歳
代
の

若
年
層
で
全
体
の
約
４
割
を
占
め
てい
ま
す
。

原
因
・
動
機
別
で
は
認
知
症
を
含
む
疾
病

関
係
が
最
多
。
都
道
府
県
別
で
は
、
大
阪

府
が
２
０
８
６
人
で
、
次
いで
神
奈
川
県
、
埼

玉
県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
発
見
場
所
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
発

見
時
に
死
亡
し
て
い
た
４
９
１
人
の
う
ち
78

％
余
り
の
３
８
２
人
が
、
行
方
不
明
に
なった

場
所
か
ら
５
㌔ 
圏
内
で
見
つ
かって
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
亡
く
なった
場
所
は
河

川
や
河
川
敷
が
１
１

５
人
で
最
多
、
用
水

路
・
側
溝
が
79
人
、

山
林
が
71
人
な
ど
と
なって
い
ま
す
。
早
期

に
発
見
し
て
保
護
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
徘は

い

徊か
い

し
て
い
る
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ

に
関
係
機
関
に
通

報
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
行
方
不
明
者
を
な
く
そ
う


